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自
分
は
別
の
機

;,
#

に

於

，
て

ァ

ノ

ダ

ム

•

ス
V
':
■
ス
.の
惯
猶
論
は
其
敎
而
ょ
り

之
を
見
れ
ば
勞
傷

0 

貢
ヵ
說

■
又
は
'勞
働
支
配

力

說
ビ
稱
す
可
き
も
の

で
ぁ
る

が
、
^

大

5?

は
如
何
に

し
て
決
筑
せ
ら 

6
:>
や

e 
e

ふ

方
？

り

之：を
見
れ
ば
.其
は
標
準
繚

-«
1

生
逄

©

銳

と
名
く
可
き
も
の
で
ぁ

' 

る
ビ
爲
じ
因
つ
て

^

を
彼
の

‘
T
ル
タ

.
ス
が

rfl
i
:
.會的
に
必

•¥:
ぬ
る
勞
働
谈

*

く
は

一
使

/H
M

te 

の
注
產
に

0

愈
的
に
：必
る
勞
儆
時
間
こ
そ
興
馏
値

0:
如

3 0
:̂
:

決
足
す
る
も
の

:̂

れ
V

 

W
 

ひ、「

社
，
的

.
に
必
要
な
ネ
勞
働
咕
間
と
は
現
存
す
る
.世
間
尋
黹
め
生
產
諸
條
件
ど
世
間
能
み
程 

度
.の
勞
働

•熟
練
及
び
強
度
ビ
を
以
て
何
等
か
の
使

«}
價
.値

^
產
出
：す
る
爲
め

R
必
駆
な
る
勞 

働
時
間
；で
あ
る
它
說
.く
所
に
比
較
す
る
ビ

^

は
、兩
者

0 -
間
.に
は

-

-
I
少

く

^
も
形
態
の

±

に

於

て
i

,
按

だ

大
'
if
f

る

類

：似

點

あ

：
る
，
を

發

免

す

务

の
，
で

あ

る

沄//
'

ビ

主

鳴

し
.
て
：®

い乙_ので
 

め
^

力
主

r
f

t

^

し
.て
‘
.女^ '

なるち度まで之を維持し得るであら

5;
於
。
'

今

0

分
の 

見
.る
パ
所
を
以
て
す
れ
ば

「

資
本
論

』

ホ
に
於
け
る
マ
ル
ダ
ス
の
憤
値
論
は
、決
し
て
堪
一
な
る
も

0; 

で.は
な

(

し
て

負

は
互
は
.甚
だ
相

®

似
し
て

.
而
'も
精
確

に
は

彼
此
自

6

相
異

4 
ニ

個
の
學
說 

を
舆
含
す
る
が
故
£
.
一

 

つ
に
從
へ

•ば
右
の
主

_

は
眞

^

し
'て
'他
の

9

つ
に
從
へ
ば

右
の

主 

臥
は

.眞

な

ら

.t
r
ビ
斯

ラ
m

は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
务
。
而
し

X,
又
た
自
分
の

.見
る
所
を

M
 

^
 

す
れ
は

「

平
均
和

^

舉
の
問

.
題
ー
ど
し
て
知
ら
る

V

彼
の
價
値
論

“

に
於
.
.け

る

.

盾
な
る
も
の
は

、
/

4
 

は
此

J
1

個
の
相

^

れ
る
®

値
.

說
の
.

間
に
生
ま
る

,y
も
の

t
あ
り
て
、彼

®

矛
#

.

は
叱
相

1

の
^

 

影
に
外

- ^

ら
ぬ
：
'
の
で
あ
る
パ
因
つ
て
以
，下
此
二
個
の

.
價
値
說
を
述
べ
弋

- :

花
ス
ミ
ス
の
馏

®

 

論
と
の
興
同
を
明

¥

6 i

ビ
共
に
、他
方
に
於
て
は

「

平
均
利
潤
率
の

W

M

を
出
來
を
こ

€

な
&

 

ば：'
卿
明
し
て
見

.

度
^

「

と
想
ふ

。

' 

:
.

■*
:

..
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“

：

‘
;■
;

.

そ

こ

で

先

っ
‘第

ー

の

價

値

說

炉

&
之

^

述
ベ
.で
®

る
'

•

マ•

ル：
あ
.ス；
^
#
:
換
«:

ゆ
»

*

^
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量
硼
係
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.
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^

 

j
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種

類
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用
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値
が
他
；械
S

使
：用
®

.

镇

と
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機

せ

ら
4

 

.、
割
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時
ピ 

處
ビ
卜
從
ひ
て
恒
に
變
化
す
る
.

マ
個
の
割
合
ぬ
し
て
現
^

を
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敗
に
交
換
價
値
は
何
か
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饱
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m 

.マ

ル

ク

ス

の

ニ

つ

の

故

値

跳

と

平

均

利

魏

串

の

間

組 

第

，
一

鱗

六こ

的
な
而

’し
て
又

^
純
相

®
的
な
も
の

S
思
は
れ
，從
つ
て
商
品
に
內
在
す
る
固
ー
街
の
交
換
馏

« 

(

本
來
の

.
m#
ービいふは

 

一
0

のc
i

語
相
違
の
如

<■
思
は
る

0
今
ょ

t
精
細
に
之
を
考
察
す
る 

で
あ
ら
ぅ

》

し
し
て

>
1
定
量

0
商
品
例
へ
ば
小
麥
皮
，他
の
一
定
量
の
商
品
：例
へ
ぼ
鐵
ど

a
に
相 

交
赖
せ
ら
る
、
«、双
方
に
典
通
な
る
第
三
者
に
，之
を
約
元
し
得
る
が
故
で
あ
る
と
な
し
、

「

此
典 

通
物
は
商
品
の
幾
何
學
的
、物
现
學
的
、化
學
的

«

(
は
其
他
の
自
然
的

®
質
で
あ
ら
得
な
い
。
 

商
品
の
形
體
的
性
質

'は：■其
を
有
刖
な
も
し
む
る
限
な
に

.於
て
、即
ち
使
用
偾
砍
た
ら
し
む
る
限 

む
に
於
て
考
察
に
入
り
來
る

'に
過
¥
な
い
の
で
あ
る
。
乍
併
他
方
に
於
て
は
，恰
も
其
使

.用
® 

値
を
柚
 

> 去
る
こ

〜

•か即

ち
商
品
.の
交
換
關
係
を
明
0
に
特
筆
し
來
る

.所
以
た
る
の
で
あ

‘る。
 

交
換
调
係
の
範

_
に
於
て
は
こ
使
用
價
輝
は
其
が
適
當
な
る
割
合
に
て
#
在
し

3

へ
す
れ
ば
、
 

悉
皆
の
他
と
全
べ
同

«
に
M
;H
す
る

1の
で
あ
る

。
x 

X 

X商
品
は
使

;|
]
價
览
€
し
て
は 

何
ょ

6
も
先
づ
純
令
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、交
換
價
値
と
し
て
は
柿
令
な
る
分
量
の
も 

の
:,
で
あ
：る
に
過
ぎ
な

.い、即
ち
其
は
«
末
の
使

/|
]
價
値
を
も
含
ま
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
商 

品
體

0
使
用
價
値
を
度
外

1に
措
_
て
之
を
視
る

W

勞
働
生
產
物
た
る

.
一性'質
が
殘
る
の
み
で 

あ
る
。
併
し
其
勞
働
生
産
物
な

る
，
も
の
は
又
た
旣
'に五

n

々
の
掌
裡

に
於

て
變
化
し

て

矜
る
の

で
あ
る
。、

.

咎
々

•か
勞
働
生
產
物

X
 

6

其
使
用
惯

.
値
を
柚

5

去
つ
て
之
を
輯
察
す
る
は
即
ち
又 

た
興
.

を
し
て
德
用
價
値
た
ら
し
む
る
物
的
成
分
及
び
形
狀
を
之
ょ
'彡
抽
き
去 

も
0

た
る
か
：ら
で
あ
る

。

X 

X

そ

こ

で

勞

働

生

產

物

办

殘

基

を

考

_

し
て 

な
，：る
人
吼
勞
，«
§
;
.

ち

興

支

ホ

の

形

態

如

何

に

頓

着

な

さ

人

間

勞

働

力

の

支

出 

w

ぃ
ふ
、同
.
じ
様
な
幻
影
的
對
象
性
以
外
に

.
は
、其

何

物

も

が
殘
つ
て
屈
ら
‘ぬ
の 

生

產

物

は

其

生

產

に

人

g

の
.

勞
働
力
が
支
出
せ
ら
れ
、人
間
の
勞
働
が

1

®
せ
 

z 
e

を
示
す

.

に
^

ざ
な
：い
。.勞
働
生
產
物
は
此
の
彼
等
に
共
通
な
る
社
會
的

し
.て
價
値

-

-

-商
品

®

値
た
る
の
で
あ
る

。
' 

商
品
自

®

の
交
換
關
係

R

於
て

は

典

使

用

價

値

全

く

獨

立

，せ
‘

も

の

ビ
'し
•て
吾
令
の
眼
に
映

^

る
。
を 

勞
働
生
產
物
の
使
用
價
値
を
抽
き
去
つ
て
之
を
観
察
す
る

w

只
今
定

|1

せ
ら
.

價
値
を
得
る
の
で
あ
る
。
然
れ
ば
商

.
品
の
衮
換
關
係

^

く
は

0
換
憤
値
に
顯 

は
典
惯
値
で
め
る

」
w

說
さ
、玆
に
彼
の
所
謂

®

値
®
體
を
明
に
す
る
ご
典
邊 

て
其

*

K

さ

K 
^
 

&
 

A
 

6

.

次
0.

如
く

R

之
を
主
張
す
厶
の
で
あ
る
。
日
く

『

然
ら 

.3

は
如
何
に
し
て
之
を
测
る

「

か
0

其
中
に
每
舍
せ
ら
る
、

『

慎
値
を
形

'
成
：す
る
實
職

』

即
ち
勞

.
第

f

八

雄

(

六

三〕

；

#

.
說

マ

か

ク

ス

の

ニ

つ

の-偵
値
？

平
均
刺S

の

間

組
.

第

—.
'
欲

六

m

つ
て
觀
擎
す

る 

見
る
乂
無

0
別
 

の
軍
な
る
凝
結 

で
ぁ
る

』
勞
_ 

ら
れ
た
ご
い
ふ 

實
質
の
結

^
i
s 

は、其
交
換
债
俽 

こ
で
今
實
際

U 

れ
た
や
ぅ
な
渡 

現
す
る
共
通

. 

に

1

步
を
進
办 

ば
此
價
値
の
大
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g

«

働
の
分
蹵
に
依
っ
て
ド
あ
る
。
勞
働
の
分
遨
其

0

體
は
邦
時
間
に
：依
っ
て
測
ら
れ
、勞
働
時
間 

は
页

.(
:

J#

、日
等
の
、如
き

|

定
の
，時
間
部
分
を
其
尺
度
す
る
の
で
あ
る

.。
或
は
一

.
商
品

の
DS 

値
が
其
生
產
中
に

:
支
出

€

ら
れ
た
る
勞
働

'量
ic

依
て
楚
め
ら
る

.̂

せ
‘
ば
、人
が

M
惰
で
.
あ.れ 

ば
办

&

程
、若
ぐ
は

^

熱
練
で

“

办
れ

tf
:

あ
る
稃
、愈

//
益
々
.
邦
完
成
の

.
爲
め
に
：

1>

”
炙
く
の

0
ra 

を
耍
す
、ん

•か
故
に
、其
商
品

.
ば
'愈
々
益
冷
僧
値
に
富
む
や
ぅ

{;
■
■
显
勢
る
か
も

.
知
れ
ぬ
。

.

乍
併

«
 

値
の
實
體
を
膝
成
す
る
勞
働
は
：、同
様
な
る
人

_

勞
働
即
ち
同
様
な
る

' 

人
間
勞
働
力
の
支

/.
U

.で 

あ
る
の
で
あ
る
。
商
品
界
あ
憎
値
に
视
は
る

、
社
,

の
總
勞
，働
か
は
、實
^
に
は
無
數
の
個
人 

的
■
勞
働
力
ょ
ぅ
成
立
し
一
て
居
る
の
で
め
る
が
、玆
で
は
間
一
な
る
人
間
勞
働
ヵ
ビ
し
て
通
用
す 

る

の
で
あ
る
。
而
し
て
是
等
の
個

A

的
勞
働
办
は

«,
れ
も
其
料
世
間
腺
み
の
勞
働
力
た
る
性 

«

を
布
し
、見
っ
斯

§

;

^
lr
;
:
世
間
並
み
の
勞
働
力

a-

し
で
作
用
す
る
限
り
、從
っ
て
又
た

|

商
品 

力
生
避
に

*

通
に

#

_

*;

る
^

ぐ
は
社

#

的
に
必

0
な
る
务
亂
曝
間

.
0.

か
が
必

0
ビ
す
る
限 

り
，他
ビ
同
樣
な
る
、

間
勞
饊
カ

//

る
の

1T
,

あ
が
？
 

g

し
て
玆
に
所
！！

®!
;

翁
_
に
必
要
な
る
煢 

働
li
#

間
ど
ぬ
、現

#

す
，る
世
間
尋
常
の
生
產
諸
條
仲

e

世
間
並
み

.
稼
度
の

_

«

熟
練
及
び

㈣

度 

を
以
て
何

^

か
.
の
使
用
價

»'
.を
產
出
す
る
爲
め

'
:に
必

•

#
な

か
努
働

^

_

t-

あ
る

。

i 

W

げ
て
之
を
說
明

If

れ
ば
、英
國
に
於
て
は
淡
汽

i

の
採
用

•後
二
定
*
の
撚
糸
を
織
上
ぐ
る
に
以 

0
の
約
平
分
の
勞
働
量
を
以
て
事
足
る
や
ぅ

R

な
つ
た
。
そ
こ
で
英
國
の
手

,®

エ
ま
、實
祭

-
> 

は
從
前
通
、

の
勞

.
働
時
間
を
此
.織

り

上

げ
^

.
費
し
た
の
で
あ
る
が
、併
し
興

^

、
玢
勞

11
9
 

U
 

の
生
產
物
は
、今
で
は
社
會
的
勞
働
時
間
の
一
一
分
の

】

を
表
は
す
に
止
ま
り
、從
っ
て
典
以
前
の 

傾
r

の
半
ば
に
低
落
へ
し
た
の

.

で
あ
る
。
故
に
社
會
的
に
必
要
な

.

る
勞
.
働
量
若
く
は
一

£

用
M
 

値
の
逢
產
に
社
會
的
に

:.
:
必
_要
：な
-る

勞

働

時

間

こ

今

即

ち

其

價

値

の

大

さ

を

決

定

す

る

も

のた
.. 

-6
の
：で
あ
る
4

• 

.

.

:

然
れ
は
吾
々
は
マ

^

ク
ス
の
場
合
に
於
て
も
亦
た
ー
第
一

)

に
彼
が
尋
常
普
通
の
所
謂
單
な
る 

人

間

勞

働

を

標

準

，
し
て
議
論
.

を
立
.

つ
る
も
の
/

で
あ
’

つ
て
、從
ク

て
尋
：.常
以
上
に
出

づ

る

苦

く 

は
普
通
以
下
に
降
る
勞
働
は
蜱
て
此
標
準

R

比
較
計
量
し
て
然
る
後
一
に
考
獻
に
加
ふ
る
も
の 

な
る
こ
ビ
、及
び

(

第
二

)

に
i :

に
生
產
せ
ら
れ
た
る
も
の
の
價
値
も
現
：狂

R

於
て
' 

之
を
生
，產
す
る 

に
必
要
な
る
世
間
彼
み
の
勞
働
量
に
て
決
定
せ
ら

る

ど
說
く

も

の
な
る

z 

f

^
發
見
す
る
の 

で
あ
る
。

就
中
第
ー
の
勸
は
、彼
が
社
會
的
に
必
要
な
飞
勞
働
量
に
就
ヤ
紙
く
所
ょ
&
之
を
知 

ヵ
得
る
外
觅
に
次
の
言
葉
に

依
り
て
フ
爾
明
瞭
に
せ
ら

る
、
の
で

_

あ
'

る
，

.

日
ぐ

「

其(

人
間
勞
：働

) 

錤
艾
卷

C

 

S

〕

翰
：
.

踯
マ
か

I

の
ニ
つ
め
菌

f

平均利網$
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傅

叶

八

海(

六

六

|

)

：

論
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餽

T
yv
ク
ス
の
1
1
つ
の
^

^

と

邛

均

猁

辆

率

め

物

瓰 

第

1

號 

六
六

は
芥
個
の
尋
常
人
於
..
特
別
な
る
發
達
を
俟
为
中
し
て
普
通
ド
其
询
鱭
的
構
造
中
に
苟
す
る
取 

.純
な
る
勞
働
力
の
支
出
を
謂
ふ
の
で
あ
る
。
單
純
な

る

普
®

勞
働
其
自
身
は
、

g

に
國
を
與
に 

し
文
化
の
，階
段
を
異
に
す
る
に
從

0

て
、其
性
質

.
を
變
ゅ
る
も
の
で
め
る
が
、併
し
一
定
の
社
會 

に
於
て
は

1

定
し
て

®

る
。
而
し
て

« {

_
勞
働
は
自
乘
せ
ら
れ
た
る
若
く
は
倍
加
せ
ら
れ
た 

る

軍
純
勞
義
ビ
し
て
通

■«
す
る

に
過

ぎ
な
い
。

凝
つ
‘て

«

_

勞
働
の
少

M

は
單
純
勞
働
の

_

 

M

IC

離
し
い
の
で
办
る

0

. :

:

H

常
の
經
驗
は
此
換
算
の
常
に

tr

は

る

、

こ
と
を
示
す
。

一
商
品 

は
祓
雜
勞
働
の
所
產
で
あ
る
か
も
知
れ

g

が
其
憤
値
は
單
純
潜
働
の
所
產
に
之
を
伍
せ
し
め
、
 

斯

く
て

自
ら
難
純
勞
働
の
一
定

M

を
示

す
に

遒
ぎ

ざ
ら
し

む

る
の

で
あ
る
。

故
に

今

是
等
を 

華
礎
‘
と
し
て
彼
の

.偕
値
論
を
名
ぐ
れ

.

ば
、其
は
ス
ミ
ス
の
價
値
論
ビ
同
じ

.

く
標

*

勞
«

(

@
注
產 

数
.說
ど
呼
ば
る
可

'
き
も
の

..
;

で
あ
つ
て
、從
つ
て
自
分
の
最
初
に
言
明
せ
る
主
張
の
.一
つ
は
自
ら 

玆
に
立
證
せ
ら
れ
た
る
.こ
ビ

、
'

な
る
：

の
'

で

あ
る
。

否
觅
に
自
分

の
考
ふ
る
所
を

^
て

す
れ
ば
、
 

マ
ル
ク
ス
は
一
物
の
交
換
價
値
は
其
價
値
實
體
の
現
象
形
態
に
外
な
ら
ず
し
て
假
ぅ
に
之
を 

定
義
す
れ
ば
一
物
の

.
交
換

®

値
，ビ
は
一

::

定
量
の
他
物
に
て
言
ひ
表
は
^
れ
た
る
典
物
の
價
値 

%

謂
ふ
と
い
ふ
が
如
く
に

.
之
を
說
ぐ
も
の
で
あ
る
か
ら
，而
し
て
敝
方
ス
ミ
ス
は
又
た
一
物
の

一：̂

^

^

;

ド

 
3
r
h
?
g
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.-誇
.
で
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交
換
價

C

と
は
他
物
の
形
を
取
れ
る
勞
働
を

1 1

買
す
る
力
の
謂

a

で
あ
つ
て
、其
大
さ
は
典

% 

の
生

^

又
は
再
生
產
に
普

.通
に
使
用

'せ
も
る
、
勞
働
暈
に
等
し
い
ど
說
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 

射
屈
兩

^

は
同

r

事
を
、一

は
表
而
ょ
り
之
を
說
き

.他
は
連
而
ょ

b
之
を
說
ぐ
も
の
に
外
な
ら 

ず

^

斯
‘ぅ
謂
ひ

0
る
で
あ

.ら

ぅ

ビ

，思

ふ

。

而

し

て

若

，
し

果

し

て

然

i
ヒ
す
れ
ば
、兩
者
の
近

S 

は
1 1

に

|
層
大

a
办

ご
稱
す
可

&

で
あ
る
。

. 

.

.

^

却
說
然
ら

‘
ば
此
第

J
,

說

V

甚
だ
.
相
似
て
而
も
自
ら
相
興
る
第
二
の
價
値
說
と
は
*
し
て
如

何
な
る
價
策
說
の
：謂

.ひ
で
あ

&

.
ぅ

か

,°
自

分

は

マ

ル

ク

ス

が

資

本

論

第

三

卷

第

九

章

に

於

て

「

生
產
物
價
値

」

义
は

「

商
品
與
値

」

と
_

す

る

も

の

：即

ち

是

れ

な

り

ど

謂

は

：ん
S

欲
す
る
の
で
あ
る
。

蓋
し
此
，場
合
に
於
け
る
マ
ダ
ク
ス
の
所
謂
價
値
は
、前
述
の
所
謂
標
準
勞
働

»

ぎ
摩

#

m
で
は

な
ぐ
し
，て

單

純
.̂

所

.
®
勞

働

生產

费
說
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
詳
言
す
ユ
ば
、マ
ル
ク
ス

は

此

合

に

於

て

ー

は

、單

に

？
v

十m

の
算
式
に
，侬

-
O

て
費
さ
れ
た
る
勞

.

働

量

を

計

箅

し

、阅
_つ 

て
初
め
：に
は

I 

s
o
c
+
2

,?+
2
0
n
?
=
1
2
0

 

^
0
0
0
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,
,

,
,

な
る
數
申
を
得
る
の
み
で
あ
つ
：て
、農
さ
れ
た
る
勞
働
の
上
に
铒
に 

之
を
標
準
勞
働
若
く
ば

m

純
勞
，働、苦
(
は
又
た
社
會
的
に
必
要
な 

生
：藓
滌
件
の

-

下
に
^
て
世
間
並
み
程
度
の
熟
齓
ビ
熱
中
ビ
を
以 

換
算
す
る
の
勞
を
採

‘

な
い
か
ら
で
あ
る

0

或
は
日

.

く
、マ
ル
ク
ス

ノ、
八

は て る 精  

資 營 勞 細  

本 ま 働 な  

論 る 即 る  

第 、 ち 省  

ー 勞 ，世 察

魅 働 間 を  

に の 尋 加  

於 M 常 へ

て （こ の て

I

|
|

[

k

\

§

)

く

~
便

宜

の

爲

め

吾

々：

は
；以
下
に
，於

て
.は
各
種
の
勞
働
力
は
何
れ
も
直
ち

(:

車

純

勞

働

.カ
に
該
當 

す
る
も
の
ど
見
做
す
襄
し
是
ヒ
因
り
て
換
算
の
勞
を
省
か
ん
ビ
欲
す
る

.
め
み

」
i

本
論
第
一
卷 

J 

I

 

.頁)
W

說
会
、其

®

避
の
上
に
立
つ
て

C

十
V

+

日
の
箅
式
を
運
用
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
•ほ 

し
て
又
た
此
揚
合
に
於

^

は
各
生
產

.
部
面
に
於
け
る
，標
準
的
組
成
割
命
を
假
定
し
て
居
る
も 

の
で

*

る
か
ら
、今
女
た
更
め
て
之
を
換
算
す
る
の
必
要
を
見
な
い
の
で
あ
る
ど
。
而
し
て
此 

理
由
：こ
を
實
に
又

*

多
く
の
人
々
を
じ
て
此
點
に
關
す
る
マ
ル
タ
ス
の
計
錄
を
今
日
ま
で

^

 

過
せ
し

:'

め
/2

る
も
の
で
あ
ら
ぅ
が
、併
し
自
分
は
斯
み
如
き
は
全
：く
大
な
る
誤
で
あ
る
ビ
，信
ず 

る
も
の
で
：あ

る

。
W

と
な
れ

ば

：マ
ぐ
ク
ス
は
不
變
資
本
の
暈
を
第

一生
*

部
商
に
は

/t

〇
、
®

 

二
生
產
剖
面
代
は
七
〇
、第
三

.
生
產
部
面

^

は
六

©

、第
四
生
產
部
面
に
は
八
五
讀
五
生
產
：部
面 

に
.

は
ぷ
五
ビ
い
ふ
が
如
く
に
配
置
す
る
が
故
に
、而
し
て

_

所
謂
不
變
資
本
.と
は
生
產
手
段
に 

投
也
ら
れ
た
る
資
本
の
謂

a

で
：あ
つ
て
其
多
寡
ビ
功
程
.と
は
勞
働
生
產
力
の
大
小
に
影
響
し 

之
を
決
定
す
る
フ
原
因
を
爲
す
も
の
な
る
：が
故
に

.(

資
本
論
第

.

一
卷
第
六

.
頁f

各
生
藤
部
面
に
於 

け
る
一
闽

の，
勞
働
者
は
、此
場
合
，に
於
て
は
、現
存
す
る
世
間
尋
常
の
生
；產
條
；件
の
下
に
立
ち
て 

一
樣
に
勞

«

し
つ
>.

あ
る
も
の
で
は
な
く
し
て
，實
は
各
.自
に
異
れ
る
生
產
條
件
の
下
に
立
ち 

第
十
八
卷

(

穴
九)

丨

第

一

锁

六

丸



卿

十

へ

饴

(

セ

0)

論

：

訛

マ

V
グ
ス
の
二
つ
の
例
値f :」

平
#
利
渦
翁
の
'驗 

雜I

翁

七

0

て
各
自
に
異
れ
る

.生
產
力
を
發
揮
し
つ
、
あ
る
も

0.

で
办
ふ
か
ら
で
あ
る
。
成
は
他
の
語
を 

以
て
之
を
言
へ
ば
、此
場
合
に
於
て
は
、計
算
の
基
礎
た
る
勞
働
が
相

S

に
興

'能
率
を
興
に
し
、從
 

つ
て
未
だ
尙
ほ
十
分
に
マ
ダ
ク
ス
の
所
謂
祺
純
勞
働
に
換
算
し
あ
ら
ざ
る
が
故
に
、彼
の
最
初 

の
假
定
に
隨
は
ん
が
爲
め
に
は
必
す
先
づ
之
を
還
元
し
來
る
こ

5

を
®

す
る
か
ら
で
あ
る
。
 

然
る
に
マ

•
ル
タ
ス
は
總
て

©

等
の
事
情
を
無
視
し
て
彼
の
舒
箅
を
立

)

<>

る
が
故

'
に、因
づ
て
得 

ft

る
其

.

®
値
は
、標
準
勞
働
に
換
算
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
甚
礎

^

し

て

，計

算

し.
#
る
-
其

價

値

匕
 

リ
は
、自
ら
相
違
す
る
所
な
き
を
得
ず

3

て、彼
此
共
に

'
マ
パ
ク
ス

■
の
價
値
說

«.
6

匕
す
れ

ff

ニ 

0

 

を
第

1

の
價
値
說

—

•

德
準
勞
働
奪

)

生
產
費
說
他
を
第
二
の
偾
値

.說—

丨
單
純
に
所
謂
勞 

働
生
逾
費
說

_
_

 

s

w
ff
l

し
て
之
を
區
別
す
る
外
他
卩
途
が
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
糠
て

la
. 

分
に
如
上
の
議
論
ぁ
ー
る
バ
所
以

で
あ

る
が
、此
後
者
が
ス
ミ
ス
の
價
値
說
匕
相
違
す

る

も
の
な
る 

は
今
や
殊

il
l

に
論

♦

る
ま
で
も
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

E

 

.

.

-

.

却
，說
：併
し
な
が
ら
、一

般

に
¥ ■

.
均
利
潤
率
々
問
題
ビ
し

て
知
ら
る
、
マ
グ
ク
ス
の

價
値
說

の 

「

矛
厝

」

は
、實
は
此
ニ
つ
の
瓦
に
相
異
れ
る
價
値
說

の
.

間
'
に
.
生
ま
る
、

I

個
の
映
像
に
外
な
ら

^

r——

*
*
*
"
T
V
*
y
*
*
y
?
-
.

'-
s
^
y't
m

-
-
w 

yw
y
ja-fi.-

w
-
J
—.r.r

し
て
彼
の

^

盾」

は
此
.
相
違
の
反
射
に
過
ぎ
す
と
い
ふ
は

.
果
し
て
如
：何
な
る
理
由
に
基
く
も
の 

で
ぁ
ら
ぅ
か
。
今
先
：

.つ
極
め
て
简
單
率
直
に
之
を
言
へ
ば
、其
は
マ
ル
ク
ス
の
此
所
に
所
謂
生 

産
物
價
値
又
は
商
品
價
値
を
第

.

一、

の
標
筚
勞
働

«

/1

產
费
說
に
依
る
價
値
に
換
算
す
る
ど
き 

は
、價
値
ビ
價

.
格
と
は
同
じ

.
大
I
:さ；ど
な
り
て

$

.

に
相
合
し
、生

0
物
X

は.商
品
は
典
價
値
通
り
の 

價
格
に
て
賣
，ら
る
、
こ
ミ

V

な
^

が
.
故
に
、平
均
利
潤
率
の
問
題
は
自
ら

.絲
に
消
滅
し
て
初
め
■

「 

ょ
&

成
立
せ
ざ
る
乙

s
 

V

な
る
其
反
亂

.に、生
產
物
價
値
又
は
商
，：品
價

»;

を
±
.
.述
の
‘
所

0 
M

.純 

な
を
勞
働
生
產
費
說
に
依
る
價
値
の
.儘
に
之
を
放
置

す

る

- ^
j

方
に
於
て

#

質
上
標
準
勞

P
.

 

(

@

生
康
贽
說
に
依
る
馓
値
に
外

^

ら
^

る
も
の
を
生
產
價
格
と
名
け
て
之

V

J

a

s
す
れ
ば

、
®
 

値
；W

«

格

ビ

は
相
合
せ
ず
.し
セ

2

に
«

齬

す

る

が

'
故

に

、
彼

の

.
申
^

)̂
—

の
間
題
は

it

ぢ
に 

玆
に
典
發
生
を
見
る
が
放
な

^•
w
.

斯
う
い
ふ
乙
と
に
外
な
ら

g

の
で
ぁ
る
。
丧
に
沈
き
で

f
f
i 

に
詳
細
に
之
を
言
へ
、

^

第
二
：生
激
部
而
ょ
り
、第

五

生

藤

部
®

に
M:
:る

各

一
晴
の
势
働
者
に
甲 

乙
：̂
'

く
生
產
手

.段
を
.
支
給

■す
る
ヒ
せ
ば
其
額
は
七
八
に
し
て
、第
一
生
産
部
®
の
勞
働
者
は
八 

〇
を
受
取
る

が

故

に
，
過

剩

ば

、
ニ
、
第

二

生

.
產

部
10
:

.の
勞
働
考
は
：七
0;

を

受

取

^;
が

故

に
不
足
は 

八
、第
B

生
産
，
.部
面
の
勢
働

.
者
は

4

ハ
o

を
唼
取
る
が
故
に
不
足

' 

は」
1

八
、第
四
生
產
部
面
の
勞
動 

常十八
.為

-

 ̂

^
 

^

飯
1

狐
.

七：I 

.

_



锻
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八
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七
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C

鯓
跳
マ
妒
グ
ス
办
ニ
つ
の
僙
値
說
i

〒
l
r
利
潤
串
の
闕
喚 

簿一

驢

セ

ニ
.

者
は
八
五
を

‘受
取
る
が
、故
に
過
剩
は
七
、第

K

生
產
部
面
の

‘勞

«

者
球
九

3£
を
受
取
る
が
故
に 

過
乘
は
一
七
ビ

s

ふ

|1
*
箅
ビ
な

.
名
。

而
も
生
產
手
段
の

•多

寡
と
功

程
..

ビ
は
勞
働
生
產
力
に
影 

響
し
之
を
決
定
す
る

1

原
因
と
な
る
ビ
は
マ
ル
ク
ス
の

.明
か
に
承

S

す

る

，所
な
る

.が
故
に
、第 

一
生
產
部
面

(:
'
於
け
る
ニ
〇
の
勞
働
者
は
此
場
合
.に
於
て
は
能
率
上
ー
ー
の
增
大
を
受
け
て
ニ 

ニ
の
能
率
を
有
し
第
二
生
產
劍

®

に
於
け
る
三
〇
の
勞
働
者
は
同
じ
く
八

e)
i®
少
を
受
け
て 

.

二 

ニ
の
能
率
を
有
す
る
乙
ヒ
、
な
り
、他
も
亦

/2
之
に
準
ず
る
が
故

/に.、勞
働
袍
取
率
を
此
場
合 

に
於

け

る

假
定
の
如

く

符
れ
の
部
面
に
於
て
も
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
な
り
ど
す
れ
ば
餘
⑶
贺 

:
:値

は

一

何

れi 

ニ
ー
一
 

に
し
て
所
謂
生
産
物
價
値
は
何
れ
も
一
一
一
一
一
、所
謂
商
品
價
値
は
夫
れ
を

 々

i

ジ
ニ
 

一
Q

三
一
一
三
七
七
。
三
七
。
と
な
卜
、之
を
所
謂
商
品
债
格
と
比
較
す
る
-̂き
は 

:

兩
者
は
全
く
相

.合

：し

、
商

品

は

價

値
®

^
の
價
袼
に
て
賣
ら
る
、
こ
ど
、
な
る
が
故
に
、平
均
利 

澗
率
の
間
題
は
玆
に
：自
ら
消
滅
し
去
る
の
で
あ
る

o
即
ち
左
の
如

し
0

第

一

表

.

.

.

資
本

 

能率
 

搾

取

率

,

餘
剩
偎
値
生
産
物
揿
馗
决
產
物
似
格 

r 

s

f

 

f

 

.

一
三 

I

〇
9

-
セ
ン
ト
ニ
ニ 

. 

一
 

ニ
ニ 

二
三

II 

7
0
c
+
?
o
v

III 

6
0
C
+
4
0
V
.

I
V

 

S
5
C
+
1
5
V

 

V
.

«o
o
c
-
^
-

CJ
1
V

一
〇
c
.パ—

セ
シ.

1

〇
〇
"

一
〇
〇
〃 

5

〇
"

第
二
表

鹙

本

V
:
;
:
能
い
^

I 

S0C+20V_

II 

7€c 
十 30V

III 

S
C
+
4
0
V
.

T
V

 

S5C+15VV..
V

 

0
^
0 十.5v

'

合 55 390C

H-110V 

平
均 7

8
C
+
2
2
V

 

,

一 .ニ -*.-*
*■* ―41

一 一 一 一 一

搾

取

率

_

;.
.
餘

剩

惯

値

 

1

c

〇

パ

—

セ

す

ニ

ニ

1
〇

G
"

 

二

三 

5
C

"

 

ニ
ニ

1
〇

〇

"

ニ
ニ

 

1
〇
〇"

、1

三

I

 

I 

! 

0

-

-

-

-
 

'
.ニ-
. 

ニ

ニ
ニ 

ニ11 
ニ II 

ニ
ニ

1 

ニ
ニ 

1 

ニ 
一
 一 

1 

ニ
ニ 

1 

ニ
ニ

一
 

ニ
ニ

i ニ
：1

! 

ニ
.
 
二 

I 

ニ
ニ

苹
_
辞

讯

細

和

.
^
.
費

用

似

格

商

n
i僙
値

ニ
ニ
パ

-

セ
、

Y

五

〇

七

〇

 

ニ

ニ

々
2L

1

八1

5

7 /

‘ 

.

五
.

一

九
'—
• 

ニ〕

7 /

四

〇

? f

•
五
 

ニ
17 /

1
〇

！
觅

一
 

G
.

"

 

. 

I

n

.

-

-

-

-
-

ニ.

ニ/

 

へ
—

一

.
—

九
ニ

一
〇7ー1

i 

I 

3 
'七
七 

三
セ

商
— し 一 — • 品r： p - O 九 似  
七 七 三 三 ニ 桫

或

は

日

く

マ
.k

ク

ス

は

誠

に

生

產

手

段

の

多

課

ヒ

‘功

程

ミ

：が
勞
：働
の
生

.

库
ヵ
に
影
響
し
ラ

 

を
決
定
す
る
一
〃
要
因
冷
る
こ

.
i

を
承
認
し
た
今
に

ff
i

違
な
し

V」

雖
k

饼
し

"

勞

働

の

-生
産
力
が 

價
値
に
及
ぼ
す
影

■

に
就
て
は

『

一
般
的
に
之
を

舄
へ

ば
# .

働
の
生

」

產v

办
M

愈
々
益
：々
大
と
む

第
十
八
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C

七
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マ

か

ク

K
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脩
弧
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平
玲
利
_

串
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題
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H

策十八猞

れ
ば
，r

物
品 

最
は
愈
：々
益 

々
益
々
小
.

〜

，

 

倣
は
愈
：

//
益 

働
の
量
に
は 

七

I

ど
説

く 

九
〇 

一
一
一 

• 

i
:

三
一 

七

0 

ニ
。 

ビ
な

b

、斯
ぐ

苏
く
は

(

七
四

)

：論
I

說

マ

)1
/

クスのニづ

.の
偾
値
說
ミ
平
均
利
澗
_

の
間
驵

 

第

一

雛

七

四

0 -

生
.
產
に
必

_

恶
な
る
勞
働
時
間
は
愈
々
益
：令
小
は
、其
物

’
品
中
.

に
••結
胳
す
る
勞
働 

々
小
に
、從

0

て
其
價
値
は
愈
々
益
冷

小

ビ
な
る
？
 

M
0
 

R

勞

働

の

生

產

ヵ

.

.
が

愈
 

な
れ
ば

一

物
品
の
生
産
に
必
要
な
る
勞
爾
時
間
は
愈
々
益
令
小
に

「

從
つ
て
典
價 

々
大

€

な
る
。
故
に

一

商
品
の
價
値
の
大
さ
は

K

中
に
具
®
化
せ
ら
れ
た
る
勞 

正
比
：例
し
、生
產
力
に
は
逆
化
例
し
て
變
化
す
る
も
の
で
あ
る

」

罾
本
^
®

」

卷 

が
故
に
、此
點
を
考
慮
に
加
へ
て
上
記
の
計
算
を
行
ふ
ど
き
は
、商
品
價
値
は
，
 

ょ
り
：

,
九二

 

ビ
な
る
代
り
に

 

八
入
。

:

1

〇
三
 

〃

" 

一
一
九
。

:

.

,

.

「

"

:

一
 

1:

三 

〃

〃

.

1

四
九
。

〃 

七七
 

"

〃 

六
三
。

"
 

三

七 

"

"

 

三

。

て
、價
値
ビ
價
格
ビ
は
相
合
せ
す

' .

し
て
却

◊

て
.愈
々
益
々
项
離
す
る

こ
ど
、

な
る

又
た
恐
ら
く
は
冷
笑
，的

l
T

餘
剩
價
値
の
增
加
の
形
に
.於
て
得
る
所
は
價
値
の
減

 

少
の
形
に
於
て
失
ふ
所
に
等
し
い
、從
つ
て
加
•減
の
楮
果
は
初
め
に
マ
火
ク
ス
が
與
へ
た
る
も

期̂
^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

;

挺
：̂

^

^

,

奴

の
ビ

同

1

と
な

•
る、即
ち

*

て
當
.初
よ

な
之
，
を
考
.

E

中
に

'
加
ふ

”
.る
.
を
必
-要
と
せ
ざ
る
の
で
あ

る

乍
併
斯
の
如
き
は
言
ふ

t ;

で
も
な
ぐ
一
個

.

0

0
辯
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

何

/

V

れ
ば
、マ
ル
ク
ス
は
此
所
に
於
て
は
勞
働

I

般
に
就
て
立
論
す
る
が
故

K

其
生
產
ヵ
增
加
は
一

:

物
の
生
産
に
必
恶
な
る
勞
働
時
間
を

‘

減
じ
、從
つ
て
其

,®

値
を
減
少
す

4

言
ふ
を
得
れ
ど

も

、併

,

し
各
個
の
煢
働
に

.
就
て
相
對
的
に

.之
を
言
べ
ば
、

I

方
の
生

.
產
カ
增
加
は
•他
方
の
生
產
カ
の
比

<

■
較
的
减
少
に

外

な
ら

w

る
が
故
に
、此
後
者
を
基

ド

ゾ

し

て前
者
を
測
れ
ば
，其
は
.即

ち

自
_

し

た 

.

.

.

.

.

,
 

、

、

る
若

し
ぐ

は
倍

加
し
た
る

勞
働
に
外
な
ら
す
し

て、
從

つ
て
よ
り

多

{.の

勞
.働

ど
し
て

通
用

し

;

よ
り
多
く
の
價
値
を
生
.ず
る
も
の

V

な
る
炉
ら
で
あ
る

o

而
し
、て
是
れ
が
即
ち

0

分
に
上
記

•

 

.

の
計
算
あ

.る
所
以
で
あ
る
が

"
此
は
他
の
見
地
よ

h

之
を

.觅

.
る
-
も
'
恐
ら
ぐ
は
'至
當
で
あ
ら
ぅ
ビ 

思
は
る
。
何
ど
な
れ
，
利
潤
率
の

.

.平
均
は
、一
定

，.

量

の.

資
本
が
谷
生
，產

^

面

に
於
て
其
：全
體

0
 

勞
，働
生
產
カ
が
瓦
に
相
等
し
く
し

.て
、從
つ
’

て
同

I

の
餘
刺
價

«

;

v
生
^

る
機

.に
各
場
合
：に
應 

じ
て
種
々

»■

々
に

ff
i

み
合
は

3

る

、
—

乾
ぐ
は

>

不
變
資
本
？
可

‘
齡
賢

.
本
^

に
分
割
さ
，る
、

.

.

.

パ.
.
.
.
.
.
'
.
.

 

■

 

.

 

r

I

其
結
果

S

し
T

生

t
る
' 

も
の
で
あ
る
ど

ぃ
ふ
方
；か
、
マ\

ク
ス
に
，；.從
.：a
; 

.て「

各
生
產
部
®
に
 

於
け
る
資
本
家
は
各
自
の
商
品
を
賣

#

す
る
際
に
典
商
品
：を

生

產

す

る

が

爲

め

ば

餐

し

々

.'るへ

镇
十
八
猞

(

七
3£
')

ン
論

:

說
.
' 

マ
ャ
ク
ス
の
ニ
つ

.の
惯
饊f
 
.平
均
利
微
翁
問
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七
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說

マ

シ

ク

ス

の

ニ

つ

の

惯

値

說

W

平
均
利
_
串
の
間
組

 

第
一
^

セ
六

資
本
價

.値
は
之
を
囘
收
す
れ
ど
も
、併
し
此
商
品
を
生
，產
す
る
際
に
各
：南

.の

.
部
面
。に
於
て
產
出 

し
ぬ
る
餘
剩
價
値
從
つ
て
利
潤
は
之
を
確
保
せ
ず
し
て
、社
會
の
總

»

本
に

'依
り

J

定
期
：間
內 

‘

に
あ
ら
ゆ
る
生
產

‘部

W

に
於
て
生
產
せ

'ら
る
、
總
價
値
荇

(

は
總
利
潤
よ

6

平
等
分

K
'の
際 

に
髓
資
本
の
各
可

«

部
分
に
歸
若
す
る
分
量

t

rp
i

じ
丈
け
の
餘
剩
憤
値
：

.從
つ
て
又

^

利
^
を 

確
保
す
る
に
過
ぎ

_ぬ
&

々

;

M
美
斯
く
て
各
生
產
部
面
に
於

.け
る
資
本
家
は

#
 

V

0の
祁
面
に

. 

於
て
產
出
せ
る
餘
剩
價
値
よ
り
も
或
は
多
き
、或
は

.
少
き
餘
剩
價
値
を
得
ビ
い
ふ
よ

6

も
、̂
全 

な
る

■自
由
競
爭
を
假
宠

.せ
：る
此
場
合
の
如
き
に
於
て
は
、

L

層
事
の

.眞
相
に

,0
 

0
し
て

S

る
で 

,

あ
ら
う
と
思
は
る
、
か
ら
で
あ
る
。
唯
だ
此
理
論
に
從
ふ
.と
き
は
餘
剩
價
値
の
一
部
分
は
當 

然
資
本
に
其
端
を
發
す
ビ
い
ふ
こ

V
U、
な
ぅ
、此
點
に
於
て
マ
ル
ク
ス
の
理
論
.に
便
利
な
ら
ざ 

:
る
も
の
あ
る
を
觅
る
で
あ
ら
う
が
、柳
し
此
は
資
本
の
，一
部
分

7 2

る
生
產
手
段
に
勞
働
の
生
產 

:
,:
力
を
増
進
す
る
效
力

^

る
：こ
ご
を
認
め
た
る
當
然
の
®
結
で
あ
つ
て
ま
に
已
む
を
得
ざ
る
所 

に
屬
す
ど

_

ふ

，
可

き

：
で

あ

ら

，
う

。
.

遮
莫
、：マ
ル
ク
ス
に
黨
す
る
者
は
或
は

ff
i

に
斯

ラ

言
ふ
か
も
知
れ
ぬ
、日
ぐ
マ
ル
ク
ス
は
以
上

功
程
を
有
す
る
も
の
ビ
假
定
し
た
の
で
あ

.

る

V」
。

而
し
て
是
れ
を

斯
：く

假

定

す

る

ビ
&

は
、各 

生

產

部

®

に

於
け
る

.一
If
f
l一
の
勞
働
力
は
其
自
體
の

多

寡

以

外

に

は

全
く
他
の
事
情
に
因
り
て 

左

'右
せ

.

ら
る
、
■こ
年
な

き

が

故

に

、其

產

出

す

る
餘
剩
價
値
も
亦
た
總
七
の
他
の
事
情
の
爲
め 

に
支
配
也
ら
る
ぐ
こ
と
な
く
し
て

^

つ
て
夫
れ

く

に

ニ

0

0
三
〇
。
四

0
。

I

五
。
五
。
で
あ 

る
で

め

ら

う

。

從
っ
て
マ
ル
ク
ス
の
計
算
は
全
く

IE
嘗
な
る
か
の
：如
く
に
見
ゆ
る
の
で
あ
る 

が
、併

し

自
分
は
此
說
に
對
し
て
も

.

亦
た
、未
だ
遽
か
に
屈
服
し
易
か
ら
ざ
る
も
の
あ
ぅ
ど
謂
は 

ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

;:
何
ビ
な
れ
ば
右
の
■假
定
は
、他
の
語
を
以
て
之
を
言
へ
ば
第

一

部
面 

の
資
本
八

◦
、第
二
部

®

の

資

本

七

〇
、第

三

部

®
'
の

資

本

六

0
、第
四

^

面
の
資
本
八
五
、第
五
部

.

.

面
の
資
本
九
五
等
は

.何

.れ

も

七
八
の
平
均
資
本
に
等
し
き
作
用
を
な

'

す
..

ご
謂
ふ
も
の
に
興
ら 

:
す
し

て

，從
つ
て
第

1

部
面
に
投
資
す
る
者
は
平

^
.よ

’

も
ニ
單
位
丈
け
の
損
失
を
受
け
：第
二 

.
部
面
に
投
資
す

.る

.者
は
八
軍
位

*

け
：の

益

を

受

け

、第
三
，部

面

.に
投
資
：す
る
者
は

1

八
®
位
丈 

け
の
益

.を

受

け

、
第

：四

部' ®
に
投
資
す
る
者
は
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